
大豊町　広報

稚アユ放流

８
令和４年

数字にみるわがまち
（令和４年 6 月 30 日現在）

人口 合計 3,297 人（-85）
 男 1,535 人（-35） 
 女 1,762 人（-50） 
 年少 (15 歳未満 ) 182 人 （+2）5.52%
 老年 (65 歳以上 ) 1,950 人（-46）59.14%
 世帯数 1,982 世帯（-38）
 6 月中の届け出 出生：0 人　死亡：9 人
  転入：6 人　転出：8 人

(　　) は前年同月比
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主な使いみち（一般会計第１回）

（総務費） 過疎地域等集落ネットワーク圏形成支援事業費補助金１，６５０万円や地区集会所等整備事

業費補助金５１３万３千円の皆増等により、２，５１４万７千円の増額。

（土木費） がけくずれ住家防災対策工事費１，０００万円の増額等により、３，４８５万の増額。

　６月７日開会、６月１７日までの１１日間の会期、町長提出の令和４年度補正予算をはじ

め、専決処分の承認２件、条例改正など４件、工事請負契約２件を可決、専決処分など８件

の報告を受け、継続審査・調査付託を決定のうえ、閉会した。

会　　　計 補　正　額 補正後の額

一般会計（第１回） ７，６３２万円 ５４億７，４５１万８千円

第５０７回（令和４年６月）定例会

大
豊
町
議
会
議
員
及
び
大
豊
町
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
営

大
豊
町
議
会
議
員
及
び
大
豊
町
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
営

に
関
す
る
条
例

に
関
す
る
条
例
（
賛
成
・
全
員
）

●
上
位
法
令
の
改
正
に
伴
い
、
選
挙
公
営
の
拡
大
、
ビ
ラ
頒
布
の
解
禁

及
び
供
託
金
制
度
の
導
入
を
行
い
立
候
補
者
の
環
境
を
改
善
す
る
た

め
制
定
す
る
。

大
豊
町
附
属
機
関
設
置
条
例
及
び
大
豊
町
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関

大
豊
町
附
属
機
関
設
置
条
例
及
び
大
豊
町
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
賛
成
・
全
員
）

●
大
豊
町
立
大
豊
学
園
に
お
け
る
開
校
準
備
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
そ
の
職
を
廃
止
す
る
た
め
改
正
す
る
。

大
豊
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

大
豊
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
賛
成
・
全
員
）

●
上
位
法
令
の
改
正
に
伴
い
、
犬
の
登
録
手
数
料
徴
収
対
象
を
見
直
す

た
め
改
正
す
る
。

財
産
の
無
償
貸
付

財
産
の
無
償
貸
付
（
賛
成
・
全
員
）

●
地
域
活
性
化
活
動
の
支
援
の
一
環
と
し
て
、
旧
大
田
口
小
学
校
の
建

物
内
の
一
部
を
無
償
貸
付
す
る
も
の
で
あ
る
。

１　

貸
付
建
物
の
名
称
・
所
在
地
・
構
造
・
貸
付
面
積

　
　

旧
大
田
口
小
学
校　

大
豊
町
黒
石
３
６
３
ー

５ 

　
　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３
階
建　

１
階
（
旧
校
長
室
）

　
　

３
２
・
１
８
㎡

２　

貸
付
期
間

　
　

令
和
４
年
７
月
１
日
か
ら

　
　

令
和
６
年
９
月
３
０
日
ま
で

３　

貸
付
相
手
方

　
　

大
豊
町
川
口
６
６
５
番
地

　
　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
元
気
お
お
と
よ

　
　

代
表
者　

下
村
守
正 

主
な
条
例
改
正
等

第
５０７
回
定
例
会

せ
ん
で
し
た
。

◆
感
謝
状
の
贈
呈
に
つ
い
て

　

４
月
21
日
、
山
荘
梶
ヶ
森
の

指
定
管
理
者
と
し
て
携
わ
り
、

県
立
自
然
公
園
の
魅
力
の
発
信

や
登
山
道
の
整
備
、
持
続
可
能

な
観
光
地
を
目
指
す
人
材
育
成

な
ど
、
本
町
が
進
め
る
交
流
人

口
の
拡
大
や
観
光
振
興
に
貢
献

し
た
（
株
）
相
愛
に
対
し
て
感

謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
５
年
間
に

わ
た
り
ご
尽
力
い
た
だ
き
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
寄
附
に
つ
い
て

　

４

月

20
日
、

四

国

情

報

管
理
セ
ン
タ
ー
（
株
）
か
ら

１
０
０
万
円
の
ご
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
寄
附
金
に

つ
い
て
は
、
本
町
の
空
中
写
真

共
同
調
達
等
に
要
す
る
経
費
と

し
て
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

貴
重
な
浄
財
を
ご
寄
附
い
た

だ
き
、
町
民
を
代
表
い
た
し
ま

し
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

◆
大
豊
町
役
場
旧
庁
舎
解
体
工

事
に
お
け
る
廃
棄
物
の
不
適

正
処
理
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
度
に
実
施
し
た
高

須
役
場
庁
舎
解
体
工
事
に
お
い

て
、
不
適
正
処
理
が
あ
っ
た
と

し
て
３
月
18
日
に
県
か
ら
「
文

書
に
よ
る
厳
重
注
意
」
の
行
政

指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
解
体
工

事
に
残
置
物
も
含
め
一
括
し
て

解
体
業
者
に
発
注
を
し
た
こ
と

が
、
廃
棄
物
処
理
法
の
委
託
基

準
違
反
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

認
識
不
足
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
今
後
の
解
体
工
事
に
つ
い

て
は
、
こ
の
よ
う
な
不
適
正
処

理
に
な
ら
な
い
よ
う
、
県
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
事
業
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
申
し
訳
あ
り
ま

行
政
報
告

行
政
報
告

■■  

第第
５０７５０７
回
定
例
会

回
定
例
会

大石雅夫町長

■
第
■
第
５０７５０７
回
定
例
会

回
定
例
会

▼
藤
丸
髙
徳
議
員

　

高
知
県
博
覧
会
推
進
補
助
金

に
つ
い
て
は
、
来
年
度
か
ら
始

ま
る
牧
野
富
太
郎
関
連
の
博
覧

会
と
聞
く
が
、
本
町
は
ど
の

よ
う
な
事
業
計
画
し
て
い
る
の

か
。

▼
前
田
典
彦
交
流
林
政
担
当
課
長

　

人
材
育
成
事
業
と
し
て
、

梶
ヶ
森
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
養

成
す
る
事
業
や
東
豊
永
地
区
周

辺
の
花
々
に
関
連
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
作
成
及
び
ネ
イ
チ
ャ
ー

ガ
イ
ド
を
検
討
し
て
い
る
。

主
な
質
疑

主
な
質
疑

旧大田口小学校

令和４年度補正予算（賛成・全員）

契
約
の
締
結

第
507
回
定
例
会

４
第
７

４
第
７--

１
号　

西
庵
谷
１
号
橋
修
繕
工
事
請
負
契
約

１
号　

西
庵
谷
１
号
橋
修
繕
工
事
請
負
契
約

（
賛
成
・
全
員
）

１　

契
約
の
目
的 

４
第
７-

１
号

 

西
庵
谷
１
号
橋
修
繕
工
事

２　

契
約
の
方
法 

指
名
競
争
入
札

３　

契
約
金
額 

４
４
，３
３
０
，０
０
０
円

４　

契
約
の
相
手
方 

高
知
県
長
岡
郡
大
豊
町
戸
手
野

 

１
３
６
０
番
地

 

株
式
会
社　

香
川
建
設

 

代
表
取
締
役　

香
川
豊
彦

４
第
１
号　

大
豊
町
簡
易
水
道
区
域
拡
張
工
事
請
負
契
約

４
第
１
号　

大
豊
町
簡
易
水
道
区
域
拡
張
工
事
請
負
契
約

（
賛
成
・
全
員
）

１　

契
約
の
目
的 

４
第
１
号

 

大
豊
町
簡
易
水
道
区
域
拡
張
工
事

２　

契
約
の
方
法 

指
名
競
争
入
札

３　

契
約
金
額 

８
１
，７
２
０
，１
０
０
円

４　

契
約
の
相
手
方 

高
知
県
高
知
市
日
の
出
町
６
番
９
号

 

株
式
会
社　

中
島
工
務
店

 

代
表
取
締
役　

増
本
正
人
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小
石
等
が
浮
き
出
て
し
ま
い
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
の
使

用
の
際
に
不
具
合
が
生
じ
て
い

る
の
で
、
表
面
に
１
cm
か
ら
２

cm
程
度
の
盛
土
を
す
る
も
の
で

あ
る
。

▼
前
野
由
和
議
員

　

ゆ
と
り
農
業
推
進
補
助
金

６
４
２
千
円
に
つ
い
て
は
、
ゆ

と
り
フ
ァ
ー
ム
の
課
題
を
明
確

化
に
し
て
解
決
策
を
探
っ
て
い

く
費
用
な
の
か
。

▼
中
澤
亘
建
設
農
政
担
当
課
長

　

昨
年
度
か
ら
県
を
通
じ
て
、

ゆ
と
り
フ
ァ
ー
ム
の
経
営
に

関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

事
業
を
行
っ
て
い
る
。
ゆ
と
り

フ
ァ
ー
ム
に
は
農
地
保
全
、
集

出
荷
、
研
修
部
門
、
加
工
事
業

等
の
部
門
が
あ
り
、
そ
の
中
か

ら
課
題
を
見
つ
け
て
検
証
し
て

い
る
。

　

そ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
は
、
数
字
的
な
も
の
で
客
観

的
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
、
数
十
年
前
に
導
入
し
た
会

計
シ
ス
テ
ム
を
入
れ
替
え
る
費

用
等
で
あ
る
。

▼
前
野
由
和
議
員

　

大
豊
学
園
の
図
書
室
に
小
砂

丘
忠
義
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
、
大
豊
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
で
き

な
い
か
。

▼
鎌
倉
仁
教
育
長

　

学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
あ

る
の
で
、
案
内
等
の
掲
載
が
で

き
る
か
検
討
す
る
。

小石等が浮き出ている大杉農村広場

支障木伐採により見通しが良くなっ
た町道

▼
佐
々
木
文
三
議
員

　

み
ん
な
で
支
え
る
郷
づ
く
り

事
業
は
、
ど
の
よ
う
な
事
業
が

あ
る
の
か
。

▼
大
石
雅
夫
町
長

　

複
数
集
落
に
よ
る
共
同
事
業

や
地
区
公
民
館
事
業
、
道
路
支

障
木
伐
採
、
ご
み
置
き
場
の
設

置
、
猟
銃
免
許
取
得
及
び
更
新

な
ど
集
落
維
持
の
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
活

用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

▼
佐
々
木
文
三
議
員

　

そ
の
中
の
支
障
木
伐
採
は
、

ど
う
い
う
基
準
で
実
施
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
伐
採
後
の
確
認

を
町
は
し
て
い
る
か
。

▼
大
石
雅
夫
町
長

　

町
道
等
の
上
部
あ
る
い
は
、

車
両
の
通
行
等
に
支
障
が
あ
る

場
合
を
想
定
し
、
見
積
も
り
等

を
付
け
申
請
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
そ
の
後
写
真
等
で
実
績

を
確
認
し
て
い
る
。
補
助
金
は
、

総
事
業
費
の
95
％
以
内
で
一
集

落
一
事
業
30
万
円
が
限
度
額
で

あ
る
。

▼
佐
々
木
文
三
議
員

　

支
障
木
で
は
な
い
木
を
支
障

木
と
し
て
申
請
し
た
地
区
が
あ

る
と
の
情
報
も
あ
る
の
で
、
今

後
は
慎
重
に
対
応
し
て
ほ
し

い
。

今
後
に
活
か
し
た
い

み
ん
な
で
支
え
る
郷
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て

み
ん
な
で
支
え
る
郷
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て

　

支
障
木
伐
採
事
業
に
つ
い
て
慎
重
な
対
応
を

　

支
障
木
伐
採
事
業
に
つ
い
て
慎
重
な
対
応
を

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

（
一
般
質
問
）

問１
答答

▼
佐
々
木
文
三
議
員

　

大
豊
町
の
人
口
は
、
４
月
末

現
在
３
，
３
０
４
人
で
１
年
間

に
79
人
減
っ
て
い
る
。
ま
た
、

10
人
以
下
の
集
落
が
16
地
区
、

20
人
以
下
の
集
落
が
27
地
区
。

こ
れ
で
集
落
と
し
て
存
続
で
き

る
の
か
。

▼
大
石
雅
夫
町
長

　

現
在
、
隣
接
す
る
集
落
が
協

力
し
合
う
制
度
と
し
て
、
み
ん

な
で
支
え
る
郷
づ
く
り
事
業
が

あ
る
。
今
ま
で
の
要
望
に
基
づ

き
、
メ
ニ
ュ
ー
を
追
加
し
て
い

る
。
こ
の
事
業
を
活
用
し
、
ま

た
必
要
な
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
れ
ば

検
討
し
追
加
し
て
い
く
。
こ
れ

を
集
落
の
維
持
に
繋
げ
て
い
き

た
い
。

▼
佐
々
木
文
三
議
員

　

町
長
は
、
昨
年
の
６
月
議
会

で
人
口
の
減
少
に
対
し
て
、
子

ど
も
を
育
て
や
す
い
社
会
、
健

康
で
長
寿
の
社
会
、
移
住
者
の

増
加
を
目
指
す
と
言
っ
て
い
た

が
、
移
住
者
は
増
え
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
人
口
減
の
対
策
は

考
え
て
い
る
の
か
。

み
ん
な
で
支
え
る
郷
づ
く
り
事
業
や
移
住
者
支
援
等
を
充
実
さ
せ
る

過
疎
集
落
に
つ
い
て

過
疎
集
落
に
つ
い
て

　

対
策
は
考
え
て
い
る
か

　

対
策
は
考
え
て
い
る
か

問２
答答

▼
大
石
雅
夫
町
長

　

令
和
２
年
度
の
移
住
者
数
は

３
組
５
人
、
そ
の
内
１
組
２
人

が
定
住
を
さ
れ
た
。
３
年
度
は

５
組
８
人
が
移
住
さ
れ
て
、
そ

の
内
４
組
７
人
が
定
住
さ
れ

た
。
ま
た
、
人
口
減
の
対
策
は
、

移
住
者
の
支
援
、
出
生
者
数
の

増
加
を
目
指
す
。

▼
佐
々
木
文
三
議
員

　

町
内
の
廃
校
に
な
っ
た
学
校

に
つ
い
て
は
、
前
町
長
が
公
共

施
設
の
管
理
計
画
に
お
け
る
基

本
方
針
の
基
に
公
共
施
設
の
在

り
方
を
再
度
検
討
し
、
住
民
の

理
解
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
く

と
言
っ
た
と
思
う
が
、
進
ん
で

い
る
か
。

▼
大
石
雅
夫
町
長

　

現
在
、
計
画
の
内
容
の
見
直

し
を
し
て
お
り
、
今
年
度
中
に

住
宅
も
含
め
て
検
討
し
た
い
。

▼
大
石
雅
夫
町
長

　

今
後
に
活
か
し
て
い
き
た

い
。

小砂丘忠義コーナーが設けられている図書室

▼
前
野
由
和
議
員

　

過
疎
地
域
等
集
落
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
圏
形
成
支
援
事
業
費
補

助
金
に
つ
い
て
、
詳
し
い
内
容

の
説
明
を
。

▼
前
田
典
彦
交
流
林
政
担
当
課
長

　

取
り
組
む
内
容
は
、
産
業
振

興
、
地
域
活
性
化
交
流
の
促
進
、

安
心
安
全
の
確
保
と
生
活
支
援

の
３
点
あ
る
。

　

産
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
柚

子
、
ジ
ビ
エ
、
碁
石
茶
な
ど
の

地
域
資
源
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

化
を
図
る
。

　

地
域
活
性
化
交
流
の
促
進
に

つ
い
て
は
、
山
の
暮
ら
し
と
ア

ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
を
組
み
合

わ
せ
た
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
に

地
域
間
交
流
を
進
め
な
が
ら
作

り
出
す
取
り
組
み
を
す
る
。

　

安
心
安
全
の
確
保
と
生
活
支

援
に
つ
て
は
、
基
幹
集
落
に
住

民
が
安
心
し
て
集
え
る
集
落

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
圏
の
拠
点
作
り

の
検
討
な
ど
で
あ
る
。

▼
藤
丸
髙
徳
議
員

　

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
費
の

自
動
車
借
上
げ
料
に
つ
い
て

は
、
13
投
票
区
が
14
投
票
区
に

統
合
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
タ

ク
シ
ー
で
選
挙
に
行
け
る
と
説

明
を
受
け
た
が
、
今
回
だ
け
か
。

▼
平
石
稔
総
務
課
長

　

今
回
の
選
挙
で
の
利
用
状
況

を
見
な
が
ら
、
次
回
の
選
挙
で

も
運
行
す
る
か
判
断
を
し
た

い
。

▼
上
池
如
夫
議
員

　

社
会
体
育
費
の
修
繕
料
の
説

明
を
。

▼
北
村
邦
彦
教
育
次
長

　

修
繕
料
90
万
円
に
つ
い
て

は
、
大
杉
農
村
広
場
の
プ
ー
ル

側
の
遊
具
整
備
と
駐
車
場
及
び

防
球
ネ
ッ
ト
な
ど
を
整
備
し
た

時
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
土
を
掘

り
返
し
た
こ
と
に
よ
り
表
面
に
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対
応
で
き
る
よ
う
考
え
て
い
く

豪
雨
災
害
へ
の
備
え
を
問
う

豪
雨
災
害
へ
の
備
え
を
問
う

　

今
後
の
避
難
の
在
り
方
に
つ
い
て

　

今
後
の
避
難
の
在
り
方
に
つ
い
て

▼
前
野
由
和
議
員

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
発
生
に
よ

り
、
避
難
施
設
の
感
染
症
対
策

は
執
ら
れ
て
い
る
か
。

▼
大
石
雅
夫
町
長

　

感
染
症
対
策
に
つ
い
て
は
、

避
難
所
開
設
の
場
合
に
は
、

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
や
消

毒
液
、
マ
ス
ク
の
設
置
、
ま
た

検
温
等
が
で
き
る
場
合
は
検
温

を
し
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
を

考
え
て
い
る
。

▼
前
野
由
和
議
員

　

避
難
所
の
整
備
費
用
に
つ
い

て
は
、
国
の
緊
急
防
災
・
減
災

事
業
債
が
活
用
で
き
る
の
で
、

そ
れ
を
活
用
し
て
改
善
で
き
る

よ
う
直
ち
に
取
組
ん
で
も
ら
い

た
い
。
ま
た
、
町
が
指
定
し
た

７
カ
所
の
避
難
所
は
安
全
な
の

か
。

▼
大
石
雅
夫
町
長

　

避
難
に
つ
い
て
は
、
段
階
的

な
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
ま
ず

は
地
域
で
避
難
を
し
て
い
た
だ

く
。
そ
の
後
災
害
が
大
き
く
な

り
そ
う
で
あ
れ
ば
、
地
域
か
ら

離
れ
て
別
の
所
へ
避
難
を
す

る
。
最
終
的
に
大
規
模
な
避
難

と
な
る
と
大
豊
学
園
の
体
育
館

等
へ
の
避
難
と
な
り
、
そ
れ
に

向
け
て
の
対
策
も
考
え
て
い

く
。

▼
前
野
由
和
議
員

　

避
難
に
つ
い
て
、
今
後
集
落

に
人
が
少
な
く
な
っ
た
時
に
ど

う
や
っ
て
、
安
否
確
認
を
す
る

か
。
あ
る
い
は
子
ど
も
さ
ん
と

の
連
絡
を
ど
う
す
る
か
。
区
長

さ
ん
や
民
生
委
員
さ
ん
な
ど
も

大
変
苦
労
す
る
状
況
に
な
る
と

思
う
の
で
、
今
後
避
難
の
在
り

方
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

問５
答答

る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
す
る

の
か
。

▼
大
石
雅
夫
町
長

　

川
口
南
に
あ
る
ア
ル
テ
ィ

３
０
０
の
標
識
は
、
支
柱
に
つ

い
て
も
30
年
以
上
経
っ
て
お

り
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
べ
き
も

の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

▼
小
川
智
也
議
員

　

庁
舎
跡
の
案
内
標
識
及
び
無

断
駐
車
禁
止
看
板
は
、
前
回
の

一
般
質
問
の
通
告
書
の
段
階
で

対
応
し
設
置
し
た
が
、
問
題
は

解
決
さ
れ
て
い
な
い
。
役
場
に

あ
る
材
料
で
即
席
に
作
っ
た
と

い
う
だ
け
で
あ
り
、
小
さ
す
ぎ

て
訪
れ
る
側
に
立
っ
た
看
板
で

は
な
い
。
近
隣
住
民
の
方
に
現

在
も
大
豊
町
役
場
の
場
所
に
つ

い
て
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
。　

　

立
入
禁
止
の
緑
フ
ェ
ン
ス
の

内
側
に
、
誰
が
見
て
も
分
か
る

大
き
な
看
板
と
、
無
断
駐
車
禁

止
看
板
を
予
算
化
し
設
置
す
る

こ
と
を
要
請
す
る
。

施
業
委
託
し
て
も
よ
い
の
で
は

自
伐
型
林
業
へ
の
支
援
を
問
う

自
伐
型
林
業
へ
の
支
援
を
問
う

　

町
有
林
の
一
部
を
提
供
し
て
は
ど
う
か

　

町
有
林
の
一
部
を
提
供
し
て
は
ど
う
か

問６
答答

▼
前
野
由
和
議
員

　

現
在
の
林
業
施
策
は
、
大
型

の
機
械
で
広
い
場
所
を
施
業
し

て
い
る
。
そ
れ
に
は
、
大
き
な

車
が
入
る
作
業
道
が
必
要
に
な

る
。
そ
う
す
る
と
山
を
削
り
、

山
地
崩
壊
が
起
き
る
こ
と
が
危

惧
さ
れ
る
。
こ
れ
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
の

観
点
か
ら
考
え
る
と
そ
ぐ
わ
な

い
の
で
は
。

▼
大
石
雅
夫
町
長

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら
考

え
る
と
、
間
伐
を
繰
り
返
し

１
０
０
年
の
森
を
育
て
、
長
期

施
業
す
る
こ
と
で
資
源
を
循
環

す
る
方
法
が
想
像
し
や
す
い

が
、
大
経
木
に
育
ち
過
ぎ
る
と

施
業
効
率
が
落
ち
、
加
工
場
の

選
択
肢
が
減
っ
て
製
品
に
で
き

る
加
工
場
が
限
ら
れ
て
く
る
の

で
、
皆
伐
も
選
択
肢
の
ひ
と
つ

に
な
っ
て
く
る
。
皆
伐
し
た
場

合
も
、
再
造
林
す
る
こ
と
で
資

源
の
循
環
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
る
。

▼
前
野
由
和
議
員

　

移
住
者
の
方
は
、
山
林
を
所

有
し
て
お
ら
ず
、
個
人
等
の
山

林
を
交
渉
し
て
施
業
し
て
い
る

▼
大
石
雅
夫
町
長

　

地
域
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
等
を

通
じ
て
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ

ま
で
踏
み
込
ん
で
い
く
時
が
来

て
い
る
と
思
う
。
今
後
、
台
風

災
害
以
外
の
線
状
降
水
帯
に
も

対
応
で
き
る
よ
う
考
え
て
い

く
。

が
、
町
有
林
の
一
部
を
移
住
者

の
方
に
提
供
し
て
は
ど
う
か
。

▼
大
石
雅
夫
町
長

　

支
援
と
い
う
観
点
か
ら
、
町

有
林
を
施
業
体
験
の
た
め
と
考

え
る
と
、
経
験
を
積
ん
で
い
た

だ
く
た
め
に
、
町
有
林
の
一
部

施
業
を
委
託
し
て
も
よ
い
の
で

は
と
考
え
る
。
移
住
者
の
方
が

自
伐
林
家
と
し
て
林
業
を
す
る

き
っ
か
け
に
な
る
。

来
ら
れ
る
方
が
迷
う
こ
と
が
な
い
よ
う
努
力
す
る

ア
ル
テ
ィ
３
０
０
の
標
識
は
撤
去
し
た
い

標
識
に
つ
い
て

標
識
に
つ
い
て

　

大
豊
学
園
の
案
内
板
及
び
川
口
南
の
標
識
に
つ
い
て

　

大
豊
学
園
の
案
内
板
及
び
川
口
南
の
標
識
に
つ
い
て

▼
小
川
智
也
議
員

　

現
在
、
大
豊
学
園
の
標
識
は

ヨ
ボ
ウ
ー
シ
橋
の
前
に
案
内
板

を
設
置
し
て
い
る
が
、
以
前
、

前
教
育
長
に
対
し
一
般
質
問
で

学
校
標
識
設
置
を
要
請
し
た
。

現
在
の
設
置
場
所
と
そ
の
大
き

さ
に
つ
い
て
、
今
の
ま
ま
で
十

分
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の

か
。

▼
鎌
倉
仁
教
育
長

　

現
在
の
案
内
板
で
は
分
か
り

に
く
い
と
思
う
。

　

国
道
沿
い
に
標
識
を
設
置
す

る
こ
と
は
、
国
が
認
め
て
い
る

案
内
看
板
に
は
該
当
せ
ず
許
可

が
下
り
な
い
。
ま
た
町
が
国
道

に
看
板
を
設
置
す
る
場
合
に
必

要
な
占
用
許
可
に
も
該
当
せ

ず
、
民
地
は
別
と
し
て
看
板
を

設
置
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

来
ら
れ
る
方
に
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
活

用
し
、
迷
う
こ
と
が
な
い
よ
う

な
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

▼
大
石
雅
夫
町
長

　

大
豊
学
園
は
義
務
教
育
学
校

で
小
中
学
校
の
部
類
に
入
り
、

国
道
の
道
路
標
識
は
市
町
村
立

小
中
学
校
の
表
示
に
つ
い
て
は

道
路
占
有
を
含
め
て
該
当
し
な

い
。
民
地
も
し
く
は
市
町
村
道

の
管
轄
す
る
場
所
へ
の
設
置
は

可
能
で
あ
る
。

▼
小
川
智
也
議
員

　

川
口
南
地
区
の
ア
ル
テ
ィ

３
０
０
と
い
う
標
識
が
未
だ
に

設
置
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い

問４
答答

アルティ 300 の標識

自伐型林業伐採作業

タイムライン検討会議

議
論
し
て
い
た
だ
き
た
い

議
員
定
数
に
つ
い
て

議
員
定
数
に
つ
い
て

　

町
長
の
感
想
を
問
う

　

町
長
の
感
想
を
問
う

問３
答答

▼
小
川
智
也
議
員

　

議
員
定
数
が
10
人
と
な
っ
た

12
年
前
か
ら
現
在
ま
で
の
人
口

と
今
後
の
人
口
推
移
、
ま
た
職

員
数
に
つ
い
て
説
明
を
求
め

る
。

▼
大
石
雅
夫
町
長

　

国
勢
調
査
の
大
豊
町
人
口

は
、
平
成
22
年
４
，
７
１
９
人
、

平
成
27
年
３
，
９
６
２
人
、
令

和
２
年
３
，
２
５
２
人
で
、
令

和
７
年
２
，
７
１
５
人
、
令
和

12
年
２
，
２
３
９
人
と
推
計
さ

れ
る
。
職
員
数
は
平
成
22
年
99

人
、
平
成
27
年
97
人
、
令
和
２

年
92
人
で
あ
る
。

▼
小
川
智
也
議
員

　

現
在
の
議
員
数
は
９
名
で
あ

る
。
例
え
定
数
が
減
っ
て
も
、

一
人
一
人
が
職
務
を
全
う
す
る

姿
勢
が
最
も
重
要
な
部
分
で

あ
っ
て
、
数
が
多
け
れ
ば
い
い

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

　

職
員
数
は
減
り
、
職
員
の
負

担
も
か
な
り
増
え
て
き
て
い

る
。
議
員
も
一
人
一
人
の
負
担

を
増
や
し
、
報
酬
を
上
げ
る
べ

き
と
考
え
る
。
議
員
定
数
に
つ

い
て
は
賛
否
両
論
あ
る
が
、
こ

れ
か
ら
の
人
口
減
少
推
移
を
考

え
た
う
え
で
９
月
の
定
例
会
で

発
議
し
た
い
。

▼
大
石
雅
夫
町
長

　

議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
平

成
15
年
12
月
に
議
会
で
16
人
か

ら
12
人
に
全
員
賛
成
、
平
成
19

年
６
月
に
は
12
人
か
ら
10
人
に

賛
成
多
数
で
議
決
さ
れ
て
い

る
。

　

平
成
29
年
７
月
の
調
査
で
は

全
国
平
均
の
町
村
議
会
議
員
の

数
は
12
・
１
人
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
て

議
論
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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－－

問９
答答

関
係
機
関
と
連
携
し
て
農
業
生
産
の
向
上
を
図
る

食
材
の
調
達
は
、
別
の
方
法
が
あ
れ
ば
検
討
し
た
い

農
地
活
用
を
問
う

農
地
活
用
を
問
う

　

課
題
は
何
か
ま
た
、
学
校
給
食
用
の
野
菜
提
供
に
つ
い
て

　

課
題
は
何
か
ま
た
、
学
校
給
食
用
の
野
菜
提
供
に
つ
い
て

▼
前
野
由
和
議
員

　

農
地
に
つ
い
て
は
作
る
方
が

高
齢
化
、
あ
る
い
は
鳥
獣
被

害
に
よ
り
耕
作
放
棄
さ
れ
て
い

る
現
状
が
あ
る
が
、
そ
う
い
う

土
地
に
つ
い
て
例
え
ば
移
住
の

方
が
作
物
を
作
る
と
か
、
農
地

の
活
用
に
つ
い
て
の
課
題
は
何

か
。

　

ま
た
、
学
校
給
食
に
つ
い
て

は
、
安
全
な
地
元
で
採
れ
た

野
菜
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
が
、
高
齢
化
に
よ
り
集
め

に
行
く
こ
と
も
必
要
か
と
思
う

が
。

▼
小
川
進
農
業
委
員
会
長

　

農
業
委
員
会
で
は
、
新
規
就

農
者
や
認
定
農
業
者
な
ど
を
中

心
に
、
耕
作
放
棄
地
の
利
活
用

の
推
進
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
本
町
は
山
間
地
で
あ

り
、
作
業
効
率
の
低
さ
や
鳥
獣

被
害
の
拡
大
な
ど
不
安
定
な
農

業
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
農

地
の
立
地
条
件
に
よ
り
、
栽
培

品
目
も
限
定
さ
れ
て
い
る
た

め
、
適
地
適
作
な
農
地
を
望
む

農
業
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
進

ま
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ

う
い
っ
た
中
で
、
高
知
県
嶺
北

農
業
改
良
普
及
所
等
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
農
業
生
産
の
向
上

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

学
校
給
食
へ
の
農
産
物
の
供

給
に
つ
い
て
は
、
地
産
地
消
に

よ
る
安
全
な
農
産
物
の
提
供
は

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

農
業
者
の
皆
さ
ま
に
も
食
育
へ

の
取
組
み
に
つ
い
て
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。

▼
鎌
倉
仁
教
育
長

　

食
育
と
同
様
に
児
童
生
徒
へ

の
安
全
な
食
材
の
提
供
も
重
要

問１０
答答

早
急
に
検
討
す
る

大
豊
学
園
体
育
館
の
設
備
に
つ
い
て

大
豊
学
園
体
育
館
の
設
備
に
つ
い
て

　

ト
イ
レ
の
改
修
を
望
む

　

ト
イ
レ
の
改
修
を
望
む 問８

答答

風
力
発
電
の
設
置
計
画
が
あ
り

小
水
力
発
電
の
調
査
計
画
も
考
え
て
い
る

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
せ

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
せ

　

計
画
は
あ
る
の
か

　

計
画
は
あ
る
の
か

▼
前
野
由
和
議
員

　

以
前
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の

発
電
計
画
が
あ
っ
た
と
思
う

が
、
現
在
は
ど
う
な
っ
た
か
。

ま
だ
可
能
性
は
残
し
て
い
る
の

か
。

▼
大
石
雅
夫
町
長

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
可

能
性
の
調
査
を
平
成
24
年
７
月

頃
か
ら
行
っ
て
い
て
、
事
業
化

に
向
け
て
検
討
会
や
原
木
供
給

量
の
調
査
、
住
民
へ
の
説
明
会

を
実
施
し
た
。
し
か
し
、
平
成

27
年
９
月
に
事
業
予
定
者
が
経

営
困
難
と
い
う
判
断
を
さ
れ

た
。
そ
の
後
も
本
町
で
実
施
し

た
い
と
い
う
企
業
は
あ
っ
た
も

の
の
、
実
現
に
は
至
っ
て
な
い
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年

３
月
議
会
に
お
い
て
、
前
町
長

が
一
般
質
問
の
中
で
答
弁
し
、

計
画
を
一
度
白
紙
に
戻
す
と
申

し
述
べ
て
い
る
。

▼
前
野
由
和
議
員

　

今
後
、
地
区
の
公
民
館
に
太

陽
光
パ
ネ
ル
を
付
け
る
と
か
、

簡
易
給
水
の
導
水
管
に
タ
ー
ビ

ン
を
付
け
る
よ
う
な
施
策
に
つ

い
て
調
査
や
研
究
を
す
る
の

か
。

▼
大
石
雅
夫
町
長

　

太
陽
光
発
電
な
ど
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
潜
在
力
の
大
き
さ

は
、
非
常
に
感
じ
て
い
る
。
町

内
で
も
今
後
、
企
業
に
よ
る
風

力
発
電
設
置
の
計
画
も
あ
り
、

町
独
自
に
地
域
力
創
造
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
招
へ
い
事
業
で
今
年

度
、
小
水
力
発
電
の
調
査
の
計

画
も
考
え
て
い
る
。

身障者の方が利用できるトイレ

た
と
理
解
し
て
い
る
。

▼
前
野
由
和
議
員

　

大
豊
町
の
よ
う
に
非
常
に

き
れ
い
な
山
に
埋
設
し
た
こ

と
に
対
し
、
直
ち
に
撤
去
す
る

よ
う
要
請
す
る
。

▼
大
石
雅
夫
町
長

　

嶺
北
森
林
管
理
署
よ
り
本

年
度
調
査
を
実
施
し
、
来
年
度

か
ら
撤
去
を
進
め
る
方
向
で

検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
と
説

明
が
あ
っ
た
。
撤
去
に
向
け
て

一
定
の
方
向
が
確
認
さ
れ
た

が
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
不
安
を

解
消
で
き
る
よ
う
早
急
に
撤

去
す
る
よ
う
要
望
を
続
け
て

い
き
た
い
。

だ
と
考
え
て
い
る
の
で
、
地
域

の
方
々
が
苦
労
さ
れ
て
栽
培

さ
れ
た
野
菜
な
ど
を
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

今
後
は
食
材
の
調
達
に
つ

い
て
も
、
現
在
は
ゆ
と
り
す
と

放
送
で
お
願
い
を
し
て
い
る

が
、
別
の
方
法
が
あ
れ
ば
検
討

し
た
い
。

▼
三
谷
よ
し
惠
議
員

　

今
回
の
大
豊
学
園
、
大
杉
保

育
所
の
新
築
改
修
に
は
、
体
育

館
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
以
前

か
ら
体
育
館
入
口
右
側
に
設
置

さ
れ
て
い
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト

イ
レ
は
、
利
用
者
に
と
っ
て
は

使
い
勝
手
が
悪
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
な

経
緯
で
現
在
の
場
所
に
設
置
さ

れ
た
の
か
。

　

ま
た
、
設
置
場
所
は
妥
当
か
。

▼
鎌
倉
仁
教
育
長

　

平

成

２
年

度

に

工

事

費

１
９
６
万
７
，
３
０
０
円
で
建

設
し
て
い
る
。
建
設
し
た
経
緯

は
、
当
時
、
土
長
南
国
の
市
町

村
が
身
障
者
の
運
動
会
を
持
ち

回
り
で
行
っ
て
い
て
、
本
町
の

会
場
と
し
て
大
杉
中
学
校
の
体

育
館
を
使
用
し
て
お
り
、
施
設

的
に
身
障
者
の
方
が
利
用
で
き

る
ト
イ
レ
が
な
か
っ
た
た
め
建

設
さ
れ
た
。

　

設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、
体

育
館
内
か
ら
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト

イ
レ
を
利
用
す
る
に
は
、
ド
ア

を
３
回
開
け
な
い
と
い
け
な
い

な
ど
優
し
く
な
い
施
設
だ
と
思

う
。
誰
に
で
も
使
い
易
い
ト
イ

レ
が
必
要
だ
と
感
じ
る
。

▼
三
谷
よ
し
惠
議
員

　

体
育
館
内
の
更
衣
室
奥
の
男

女
の
ト
イ
レ
も
和
式
か
ら
洋
式

に
改
修
し
て
い
る
が
、
便
器
を

替
え
た
こ
と
に
よ
り
、
ト
イ
レ

の
中
が
若
干
狭
く
感
じ
る
。
大

人
が
使
う
に
は
窮
屈
だ
と
思

う
。
避
難
所
と
し
て
も
指
定
し

て
い
る
の
で
、
併
せ
て
改
修
し

て
ほ
し
い
。

▼
大
石
雅
夫
町
長

　

い
か
な
る
状
況
で
も
対
応
で

き
る
、
広
く
利
用
者
の
こ
と
を

考
え
た
施
設
が
大
切
だ
と
思

う
。
学
校
施
設
、
社
会
体
育
施

設
と
し
て
の
利
用
を
含
め
た
整

備
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
、
早
急
に
検
討
す
る
。

給食調理場

い
る
。

▼
前
野
由
和
議
員

　

林
野
庁
は
埋
設
す
る
基
準
を

示
し
た
通
達
を
出
し
て
い
る

が
、
全
国
に
埋
設
さ
れ
た
２
・

４
・
５
Ｔ
剤
は
、
通
達
ど
お
り

に
埋
設
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ

は
林
野
庁
に
確
認
を
し
て
、
大

豊
町
に
つ
い
て
も
通
達
ど
お
り

埋
設
さ
れ
て
い
な
い
と
林
野
庁

が
認
め
て
い
る
。
そ
の
こ
と
の

報
告
も
受
け
て
い
る
か
。

▼
大
石
雅
夫
町
長

　

大
豊
町
内
で
埋
設
さ
れ
た
場

所
に
つ
い
て
は
、
通
達
の
２
カ

月
前
に
埋
設
さ
れ
て
お
り
、
国

有
林
の
林
道
に
延
長
10
メ
ー
ト

ル
、
幅
４
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
に
よ
り
被
覆
さ
れ

た
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。
ま

た
埋
設
深
度
は
１
メ
ー
ト
ル
以

上
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
の
説

明
も
受
け
て
い
る
の
で
、
通
達

ど
お
り
で
は
な
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
処
理
が
適
切
に
行
わ
れ

問７
答答

早
急
に
撤
去
す
る
よ
う
要
望
を
続
け
る

２
・
４
・
５
Ｔ
系
除
草
剤
埋
設
に
つ
い
て

２
・
４
・
５
Ｔ
系
除
草
剤
埋
設
に
つ
い
て

　

直
ち
に
撤
去
す
る
よ
う
要
請
す
る

　

直
ち
に
撤
去
す
る
よ
う
要
請
す
る

▼
前
野
由
和
議
員

　

２
・
４
・
５
Ｔ
系
除
草
剤
に
つ

い
て
は
、
３
月
議
会
で
も
取
り

上
げ
た
が
、
令
和
４
年
４
月
18

日
、
林
野
庁
か
ら
の
公
表
を
受

け
、
適
切
に
処
理
さ
れ
て
い
る

と
い
う
報
告
で
あ
っ
た
。
ま
た

町
の
職
員
が
現
地
を
立
会
し
た

の
か
確
認
を
し
た
が
、
立
会
し

て
い
な
い
答
弁
で
あ
っ
た
。
こ

れ
で
は
、
住
民
の
健
康
、
命
を

守
る
と
い
う
こ
と
で
は
不
十
分

だ
と
思
う
。
そ
の
後
確
認
を
し

た
の
か
。

▼
大
石
雅
夫
町
長

　

そ
の
後
職
員
が
現
地
を
確
認

し
た
。
現
地
の
処
理
は
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
舗
装
し
た
林
道
直
下

に
２
・
４
・
５
Ｔ
剤
が
埋
設
さ
れ

て
お
り
、
土
石
の
採
取
及
び
か

く
乱
行
為
を
禁
止
す
る
旨
の
立

て
看
板
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。

か
く
乱
の
形
跡
が
な
い
こ
と
や

周
囲
の
樹
木
の
植
生
に
は
問
題

は
な
か
っ
た
と
報
告
を
受
け
て
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問１２
答答

問１3
答答

高
齢
者
の
買
い
物
対
策
等
を
考
え
て
い
る

積
極
的
に
地
域
に
関
わ
る
よ
う
要
請
し
て
い
る

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
支
援
交
付
金
に
つ
い
て

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
支
援
交
付
金
に
つ
い
て

　

活
用
内
容
を
問
う

　

活
用
内
容
を
問
う

大
豊
町
集
落
担
当
者
制
度
に
つ
い
て

大
豊
町
集
落
担
当
者
制
度
に
つ
い
て

　

集
落
に
よ
っ
て
温
度
差
が
あ
る
の
で
は

　

集
落
に
よ
っ
て
温
度
差
が
あ
る
の
で
は

▼
上
池
如
夫
議
員

　

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
支
援

交
付
金
に
つ
い
て
は
、
今
議
会

に
提
案
し
て
予
算
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
詳
し
い
内
容
を
聞
く
。

▼
大
石
雅
夫
町
長

　

こ
の
交
付
金
は
、
町
職
員
が

競
争
的
資
金
の
申
請
を
国
へ
提

出
し
、
そ
の
後
、
内
容
が
認
め

ら
れ
事
業
交
付
決
定
を
受
け
た

も
の
で
、
事
業
費
総
額
は
１
，

６
５
０
万
円
、
補
助
率
は
国
の

１
０
０
％
補
助
で
あ
る
。
実
施

方
法
は
、
集
落
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
圏
協
議
会
が
運
営
主
体
と

な
り
、
構
成
員
に
は
ゆ
と
り

フ
ァ
ー
ム
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

ま
た
区
長
協
議
会
、
元
気
お
お

と
よ
の
方
々
に
参
集
を
願
う
予

定
で
あ
る
。

　

取
り
組
み
の
内
容
は
、
産
業

振
興
部
門
、
活
性
化
交
流
促
進
、

安
心
安
全
の
確
保
、
生
活
支
援

の
事
業
を
行
う
予
定
で
、
中
で

も
、
高
齢
者
の
買
い
物
対
策
は

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
輸
送
実

験
、
実
際
に
で
き
る
か
ど
う
か

の
実
証
実
験
を
行
う
予
定
で
あ

る
。

▼
上
池
如
夫
議
員

　

今
年
度
６
月
の
ゆ
と
り
す
と

広
報
誌
の
中
で
、
集
落
担
当
と

は
、
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
集
落

と
町
を
つ
な
ぐ
役
割
を
す
る
職

員
で
す
と
書
か
れ
て
い
る
が
、

私
は
集
落
の
区
長
さ
ん
と
共
に

集
落
の
相
談
・
協
力
者
と
受
け

取
っ
て
い
る
。
町
長
は
ど
う
受

け
取
っ
て
い
る
か
。

▼
大
石
雅
夫
町
長

　

継
続
し
て
い
る
制
度
な
の

で
、
今
ま
で
ど
お
り
、
集
落
の

お
困
り
ご
と
が
あ
れ
ば
、
気
軽

に
ご
相
談
い
た
だ
け
た
ら
と
思

う
。

▼
上
池
如
夫
議
員

　

職
員
と
区
長
さ
ん
が
綿
密
に

携
わ
っ
て
い
る
集
落
も
あ
れ

ば
、
そ
う
で
な
い
集
落
も
あ
る

の
で
、
区
長
さ
ん
か
ら
連
絡
す

る
の
で
は
な
く
、
最
初
は
職
員

か
ら
接
す
る
場
を
設
け
、
少
し

ず
つ
集
落
に
携
わ
っ
て
い
く
よ

う
な
対
応
を
と
っ
て
も
ら
い
た

い
。

▼
大
石
雅
夫
町
長

　

職
員
に
は
積
極
的
に
地
域
に

関
わ
っ
て
行
く
よ
う
要
請
を

し
、
地
域
の
行
事
等
に
つ
い
て

も
関
わ
っ
て
い
く
よ
う
指
示
を

出
し
て
い
る
。
区
長
さ
ん
と
接

す
る
場
は
、
文
書
を
持
っ
て
行

く
時
に
顔
合
わ
せ
を
し
て
話
を

し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

取
り
に
来
る
方
も
お
ら
れ
る
の

で
、
そ
の
時
に
も
面
談
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
。

令和４年６月 17 日

総務産業建設常任委員長　上池如夫

道路整備状況についての調査

　今回、道路整備状況調査として町道小桧曽線路面整備の状況及び、計画箇所を視察した。

　令和３年度コンクリート舗装実施済箇所は、蔭地区集落上部から終点へ延長約２ｋｍ、

幅員約３ｍで、工事費が約 12,192 千円である。施工に当たっては、西峰地区住民の協力

体制のもと、地元の岩本武氏が考案した「コンクリートフィニッシャー」を使用するこ

とで、少人数でのコンクリート打設が可能になり、低コストでの道路整備が行われてい

る。この打設機は木材で箱形の枠を作り、その中へコンクリートを流し込み舗装してい

くものである。これにより、路面整正と路面

の高さ調整等の作業が安易にでき、ミキサー

車でのコンクリート打設時間が大幅に短縮さ

れ、舗装距離の延長増も可能になっている。

　今後、人手が少ない状況で地区のコンクリー

ト舗装を行っていく上で、大変参考になり、

道路整備を通じて住民が安心安全な生活がで

きるよう望む。

委員会の動き

道路整備状況調査（町道小桧曽線）

住宅街を通行する大型観光バス

▼
前
田
交
流
林
政
担
当
課
長

　

利
用
に
つ
い
て
は
、
土
佐
れ

い
ほ
く
観
光
協
議
会
か
ら
申
し

込
み
が
あ
り
、
貸
し
出
し
て
い

る
が
、
調
理
室
の
貸
し
出
し
も

行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

▼
三
谷
よ
し
惠
議
員

　

調
理
室
を
着
替
え
に
使
う
の

は
不
適
切
だ
と
思
う
し
、
砂
ま

み
れ
に
な
る
の
で
掃
除
も
そ
こ

そ
こ
で
済
ま
さ
れ
る
と
困
る
。

今
後
の
対
応
を
お
願
い
し
た

い
。

▼
大
石
雅
夫
町
長

　

施
設
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

詳
細
ま
で
承
知
し
て
い
な
い
と

こ
ろ
が
あ
り
、
ご
指
摘
の
こ
と

は
、
今
後
対
応
し
て
い
く
。

区長文書を渡す集落担当職員

問１１
答答

関
係
事
業
者
へ
改
善
の
申
し
出
を
行
う

大
型
観
光
バ
ス
に
よ
る
住
宅
街
へ
の
乗
り
入
れ
、
駐
車
に
つ
い
て

大
型
観
光
バ
ス
に
よ
る
住
宅
街
へ
の
乗
り
入
れ
、
駐
車
に
つ
い
て

　

交
通
、
騒
音
に
つ
い
て

　

交
通
、
騒
音
に
つ
い
て

▼
三
谷
よ
し
惠
議
員

　

観
光
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
、
ラ

フ
テ
ィ
ン
グ
目
的
で
大
田
口
南

岸
地
区
へ
の
大
型
観
光
バ
ス
の

乗
り
入
れ
が
、
毎
日
の
よ
う
に

行
わ
れ
て
い
る
。
薬
師
橋
か
ら

大
田
口
駅
ま
で
の
間
は
狭
く
、

行
き
違
い
に
苦
労
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
黒
石
駐
車
場
で
の
冷

房
を
か
け
て
の
バ
ス
駐
車
は
、

騒
音
に
よ
り
近
隣
住
民
か
ら
苦

情
が
出
て
い
る
が
。

▼
大
石
雅
夫
町
長

　

教
育
旅
行
に
係
る
吉
野
川
ラ

フ
テ
ィ
ン
グ
体
験
に
つ
い
て

は
、
平
成
28
年
か
ら
毎
年
、
大

型
バ
ス
の
駐
車
時
に
お
け
る
ア

イ
ド
リ
ン
グ
音
へ
の
苦
情
を
受

け
て
い
た
の
で
、
関
係
事
業
者

へ
改
善
の
申
し
入
れ
を
行
っ
た

経
緯
も
あ
る
が
、
住
民
の
方
の

協
力
体
制
も
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

交
通
に
つ
い
て
は
、
関
係
事

業
者
に
誘
導
員
の
配
置
な
ど
ス

ム
ー
ズ
な
通
行
が
確
保
で
き
る

よ
う
な
改
善
の
申
し
出
を
行
っ

て
い
く
。

▼
三
谷
よ
し
惠
議
員

　

今
後
、
関
係
事
業
者
に
要
請

す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
地
元

住
民
へ
の
説
明
も
一
度
も
な

い
。
住
民
に
配
慮
を
し
た
や
り

方
は
な
か
っ
た
の
か
。

▼
大
石
雅
夫
町
長

　

こ
の
事
業
は
、
地
元
の
方
の

協
力
も
得
な
い
と
で
き
な
い
の

で
、
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
な

説
明
を
し
て
い
き
た
い
。

▼
三
谷
よ
し
惠
議
員

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
多
目

的
ホ
ー
ル
等
も
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

体
験
の
着
替
え
時
に
貸
し
出

し
、
体
験
者
が
多
い
時
は
３
階

の
調
理
室
も
貸
し
出
し
て
い
る

よ
う
だ
が
、
承
知
の
う
え
貸
し

出
し
て
い
る
の
か
。
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教育民生常任委員長　小川智也

教育施設及び町住宅等についての調査

　本年４月に開校した大豊学園後期課程棟の調査を行った。工事概要は改修工事面積

1,112m2（総延床面積 1,955m2）、６～９年生普通教室、理科室、音楽室等を視察した。

後期課程棟は一部改修工事のため、前期課程棟と比べ改修部分と未改修部分の差が大き

く目立つ。学校施設の中で、体育館のトイレ（多目的トイレ含む）のみが未改修のまま

であることが今後の課題である。

　黒石ふれあい住宅は、本年４月から入居者はいない状況である。施設内は男女共同ト

イレ・男女共同風呂、また急な昇り降りの階段があり、他の住宅に比べると現代建築と

は大きくかけ離れた古い施設構造なうえに老朽化が進んでいる。住民から必要とされる

のであれば、何らかの改善策が必至である。

　借上住宅NTT宿舎第１号舎（昭和 46 年）、第２号舎（昭和 51 年）は、竣工から約

半世紀経過しており、現在全体戸数の約半数が使用できない状態である。

これらの住宅問題は、議員から何度も問題視されたが、先送りにし何も解決策は講じら

れてこなかった。しかし、大石町長は１年以内に住宅問題を解決する新構想を明確にす

るとしている。そして、議会は行政のチェック機関としての役割を果たし、さまざまな

視点からよりよい住民サービスを求めていく。

大豊学園後期課程棟調査（音楽室） 町住宅等調査（NTT 宿舎）

　臨時議会もゆとりすと放送をいたします。

　是非お聞きください。

　ご意見、ご感想などございましたら、議会事務局まで

連絡をお願いいたします。

　連絡先　☎ 0887-72-0450　

臨時議会ゆとりすと放送臨時議会ゆとりすと放送

　
梅
雨
が
明
け
夏
に
な
る
と
、
入
道
雲
が
姿
を
見
せ
始
め
、
雷
と
と
も
に
夕
立
が

来
て
、
洗
濯
物
を
慌
て
て
取
り
込
ん
だ
と
い
う
経
験
が
あ
る
方
も
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
雨
が
過
ぎ
去
っ
た
後
の
な
ん
と
も
い
え
な
い
涼
し
さ
。

　
い
つ
の
間
に
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
当
た
り
前
の
風
物
詩
、こ
れ
は
夏
に
限
ら
ず
、

四
季
そ
の
も
の
が
崩
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
地
球
温
暖
化
の
影
響
と
言
わ
れ
て
い
る
気
候
変
動
は
、
私
達
の
暮
ら
し
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
今
の
時
期
、
ど
こ
で
起
こ
っ
て
も
不
思
議
で
な
い
豪
雨

災
害
や
土
砂
災
害
か
ら
、
自
分
の
身
を
ど
う
守
っ
て
い
く
か
、
改
め
て
考
え
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

三
谷
よ
し
惠

編
集
後
記
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町からのお知らせ 町からのお知らせ

特
定
健
診
・
高
齢
者
健
診
の

結
果
説
明
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

　

７
月
30
日
（
土
）
・
７
月
31
日
（
日
）
に
特
定
健
診
・
高

齢
者
健
診
を
受
け
ら
れ
た
方
を
対

象
に
、
左
記
の
日
程
で
結
果
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。
健
診
結
果
の

見
方
や
食
事
の
改
善
方
法
を
説
明

し
ま
す
。
ま
た
今
回
は
、
ア
ロ
マ

体
験
な
ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
健
康
づ

く
り
班
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
国
保
の
方
を
優
先
に
予
約
を
受

け
付
け
ま
す
。

◆
日
時

◆
日
時

　

令
和
４
年
９
月
４
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
か
ら
正
午

◆
受
付
時
間

◆
受
付
時
間

　

午
前
9
時
30
分
か
ら
午
前
10
時
30
分

◆
場
所

◆
場
所

　

大
豊
町
総
合
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
づ
く
り
班　

川
田

御
殿
茶
屋
の
営
業
日
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

　

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
「
そ
ば
の
里　

立
川
」
よ
り
御
殿
茶

屋
の
営
業
日
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
毎
月
一
回
の
営
業
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

毎
週
日
曜
日
（
※
）
の
営
業
と
な
り
ま
し
た
。

　

週
替
わ
り
の
和
洋
折
衷
の
料
理
と
お
も
て
な
し
で
、
皆
様

の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
第
一
・
第
三
日
曜
日
】

【
第
一
・
第
三
日
曜
日
】

　

立
川
そ
ば
を
中
心
と
し
た
昔
な
が
ら
の
メ
ニ
ュ
ー

【
第
二
・
第
四
日
曜
日
】

【
第
二
・
第
四
日
曜
日
】

　

ピ
ザ
な
ど
の
洋
食
を
中
心
と
し
た
メ
ニ
ュ
ー

※
営
業
時
間　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

※
第
五
日
曜
日
は
不
定
休
と
な
り
ま
す

高
知
県
戦
没
者
追
悼
式
に
つ
い
て

◆
日
時

◆
日
時　

令
和
４
年
11
月
１
日
（
火
）　

午
後
1
時
か
ら

◆
場
所

◆
場
所　

高
知
県
立
県
民
文
化
ホ
ー
ル
（
オ
レ
ン
ジ
ホ
ー
ル
）

※
当
日
は
、
座
席
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
参
列
希
望
の

方
は
、
９
月
７
日
（
水
）
ま
で
に
、
各
地
区
遺
族
会
会
長

ま
た
は
地
域
福
祉
課
福
祉
介
護
班
ま
で
申
し
込
み
を
お
願

い
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
福
祉
課　

福
祉
介
護
班　

都
築

悪
質
商
法
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

「
私
は
大
丈
夫
」
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

悪
質
業
者
は
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
消
費
者
を
だ
ま

す
プ
ロ
で
す
。
若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
各
世
代
の
生
活
ス

タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
巧
妙
な
手
口
で
だ
ま
そ
う
と
し
て
き
ま

す
。
全
て
の
年
代
に
お
い
て
被
害
に
あ
う
お
そ
れ
が
あ
る
た

め
、
「
私
は
大
丈
夫
」
と
い
う
思
い
込
み
か
ら
被
害
に
あ
わ

な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

悪
質
商
法
は
そ
の
時
々
の
制
度
や
話
題
に
あ
わ
せ
、
次
々

と
新
し
い
手
口
で
だ
ま
そ
う
と
し
て
き
ま
す
。

●
困
っ
た
と
き
や
悩
ん
だ
と
き
は
、

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

☎
１
８
８
（
イ
ヤ
ヤ
）

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

☎
１
８
８
（
イ
ヤ
ヤ
）

●
犯
罪
被
害
に
あ
い
そ
う
に
な
っ
た
と
き
は
、

　

警
察
総
合
相
談　

☎
＃
９
１
１
０

　

警
察
総
合
相
談　

☎
＃
９
１
１
０

な
ど
の
相
談
窓
口
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
分
か
ら
な
い
と

き
は
地
域
福
祉
課
地
域

支
援
班
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

●
訪
問
販
売
で
は
法
律

で
定
め
ら
れ
た
訪
問
販

売
業
者
に
対
す
る
ル
ー

ル
が
あ
り
ま
す

　

◎
法
律
で
定
め
ら
れ
た
書
面
を
提
示
す
る

　

◎
販
売
目
的
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る

〈
次
の
よ
う
な
行
為
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
〉

〈
次
の
よ
う
な
行
為
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
〉

　

◎
商
品
の
機
能
や
価
格
な
ど
の
重
要
な
事
実
を
告
げ
な
い

　

◎
商
品
に
つ
い
て
う
そ
を
つ
く

　

◎
長
時
間
居
座
っ
た
り
、
脅
迫
ま
が
い
に
契
約
を
せ
ま
る

　

◎
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
を
妨
害
す
る

※
「
契
約
す
る
ま
で
帰
ら
な
い
」
と
居
座
ら
れ
た
ら
迷
わ
ず

に
警
察
（
☎
１
１
０
）
へ
通
報
し
ま
し
ょ
う
！

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
福
祉
課　

地
域
支
援
班　

高
岡

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
方
へ

令
和
４
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・

令
和
４
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
に
つ
い
て

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
に
つ
い
て

　

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

及
び
医
療
費
負
担
割
合
が
３
割
の

方
（
現
役
並
み
所
得
）
で
所
得
が

１
４
５
万
円
以
上
６
９
０
万
円
未

満
の
方
は
、
入
院
ま
た
は
高
額
な

外
来
診
療
を
受
け
る
際
に
、
申
請

に
よ
り
交
付
さ
れ
た
「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
医
療
機
関
や
薬
局
な
ど
へ
提
示

す
る
と
、
窓
口
で
の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
や
入
院
時
の
食

事
代
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
に
交
付
さ
れ
て
い
る
方
は
申
請
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
新
た
に
令
和
４
年
度
か
ら
必
要
な
方
は
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

◆
申
請
に
必
要
な
も
の　

被
保
険
者
証

　

申
請
は
住
民
生
活
課
保
険
窓
口
班
後
期
高
齢
者
医
療
係
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
３
年
度
の
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
は
、
令
和
４
年
８
月
１
日
か
ら
使
用
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

住
民
生
活
課　

保
険
窓
口
班　

川
村

全
国
一
斉
「
子
ど
も
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間
に
つ
い
て

　

高
知
地
方
法
務
局
と
高
知
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
学
校
に
お
け
る
「
い
じ
め
」
や
家
庭
内
に
お
け
る
児
童

虐
待
な
ど
、
子
ど
も
の
人
権
問
題
解
消
に
向
け
、
左
記
の
と

お
り
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
電
話
相
談
の
強
化
週
間

を
実
施
し
ま
す
。
期
間
中
は
相
談
時
間
を
延
長
す
る
と
と
も

に
、
土
・
日
も
電
話
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
ま
た
、
児
童
・

生
徒
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

相
談
で
き
る
よ
う
、
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
学
校
や
家
庭
、
友
達

関
係
の
悩
み
ご
と
な
ど
、
何

で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

１
．
実
施
期
間

１
．
実
施
期
間

　

令
和
４
年
８
月
26
日
（
金
）
か
ら　
　
　
　
　
　
　

　

同
年
９
月
１
日
（
木
）
ま
で
の
７
日
間

２
．
受
付
時
間

２
．
受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時
ま
で

　

※
土
・
日
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

３
．
開
設
場
所

３
．
開
設
場
所

　

高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

（
土
・
日
は
高
松
法
務
局
人
権
擁
護
部
）

４
．
電
話
番
号

４
．
電
話
番
号　

０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

　
　
　
　
　
　
　

※
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

５
．
取
扱
い
内
容

５
．
取
扱
い
内
容　

　

い
じ
め
、
コ
ロ
ナ
差
別
、
ネ
ッ
ト
に
よ
る
誹
謗
・
中
傷
、

体
罰
、
児
童
虐
待
等
の
子
ど
も
を
め
ぐ
る
人
権
問
題

６
．
そ
の
他

６
．
そ
の
他　
　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
︎
０
８８-

８
２
２-

３
５
０
３

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
へ

の
参
加
募
集

　

こ
の
事
業
は
先
の
大
戦
で
父
等
を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺

児
を
対
象
と
し
て
、
亡
き
父
等
の
眠
る
地
域
を
訪
れ
、
慰
霊

追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の
方
々
と
友
好
親
善
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

〈
実
施
地
域
〉

〈
実
施
地
域
〉

　

西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
、
パ
ラ
オ
諸
島
、

ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
東
部
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
、
ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
タ
イ
、
ソ
ロ

モ
ン
諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
１
次
）
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー

ド
諸
島
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
（
特
定
地
域
）
、
台
湾
・
バ
シ
ー

海
峡
、
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
（
特
定
地
域
）
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
特

定
地
域
）
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
２
次
）
、
中
国  

◆
費
用

◆
費
用　

10
万

　

付
添
希
望
者
は
要
相
談

◆
申
し
込
み
先

◆
申
し
込
み
先　

高
知
県
遺
族
会

　
　
　
　
　

☎
０
８
８-

８
８
４-

８
７
０
０
ま
で

◆
日
程
等
の
詳
細

◆
日
程
等
の
詳
細　

日
本
遺
族
会
事
務
局　

☎
０
３-

３
２
６
１-

５
５
２
１
ま
で

第
四
十
回
大
豊
町
社
会
福
祉
大
会

◆
日　

時

◆
日　

時

　

令
和
４
年
９
月
11
日
（
日
）

　

午
前
９
時
か
ら
正
午

　

※
規
模
を
縮
小
し
て
午
前
中
の
み
の
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

◆
場　

所

◆
場　

所

　

大
豊
町
総
合
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル
）
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町からのお知らせ

後期高齢者医療制度に後期高齢者医療制度に

関するお知らせ関するお知らせ

◆
内　

容

◆
内　

容

　

表
彰
式
典
、
大
豊
学
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
体

験
発
表
、
講
演
（
予
定
）
。

※
午
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
中
止
い
た
し
ま
す
。

◆
開
催
及
び
参
加
に
つ
い
て

◆
開
催
及
び
参
加
に
つ
い
て

　

町
内
在
住
の
方
な
ら
ば
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
が
電
話
で

の
お
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
な
お
、
定
員
に
達
し
た
場
合

は
受
付
を
終
了
い
た
し
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
は
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
な
い
方
・
申
し

込
み
予
約
の
な
い
方
・
発
熱
や
体
調
不
良
の
あ
る
方
は
会
場

へ
の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状
況
に
よ
り
、

中
止
、
ま
た
は
延
期
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
、

ゆ
と
り
す
と
放
送
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

大
豊
町
社
会
福
祉
協
議
会　

☎︎
７
３-

１
２
０
０

令
和
４
年
度
無
料
調
停
手
続
相
談
会
に
つ
い
て

　

民
事
や
家
事
の
紛
争
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
、
手
軽

に
、
早
く
、
安
く
活
用
で
き
る
「
調
停
制
度
」
を
ご
存
じ
で

す
か
。

　

調
停
は
裁
判
所
で
行
わ
れ
、

話
合
い
に
よ
る
解
決
を
基
本
と

し
、
公
開
で
は
な
く
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
が
守
ら
れ
、
し
か
も
調
停

が
成
立
す
れ
ば
裁
判
に
よ
る
判

決
と
同
一
の
効
力
が
あ
る
制
度

で
す
。

　

予
約
は
不
要
で
す
の
で
、
お

困
り
の
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相
談
さ
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
入
場
は
マ
ス
ク
を
着
用
し

て
お
願
い
し
ま
す
。

※
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
に
よ
り
相
談
会
を
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

◆
日　

時

◆
日　

時

①
令
和
４
年
９
月
２
日
（
金
）

　

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
30
分

　

（
受
付
は
午
後
３
時
ま
で
）

②
令
和
４
年
９
月
30
日
（
金
）

　

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
（
受
付
は
３
時
30
分
ま
で
）

◆
内　

容

◆
内　

容

民
事･･･

損
害
賠
償
（
慰
謝
料
、
交
通
事
故
等
）
、
金
銭
貸
借
、

 

立
替
金
、
建
物
明
渡
、
家
賃
等

家
事･･･

離
婚
、
婚
姻
費
用
、
財
産
分
与
、
面
会
交
流
、
養
育
費
、

 

相
続
（
遺
産
分
割
）
等

◆
場　

所

◆
場　

所

高
知
県
民
文
化
ホ
ー
ル　

１
階　

第
11
多
目
的
室

問
い
合
わ
せ
先　

高
知
調
停
協
会
連
合
会
事
務
局
（
高
知
家
庭
裁
判
所
内
）

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
８
８-

８
７
２-

７
８
８
４

（
毎
週
月
・
水
・
金
の
午
前
９
時
～
午
後
４
時
ま
で
）

高
知
城
歴
史
博
物
館　

催
し
の
お
知
ら
せ

【
企
画
展　

土
佐
藩
歴
代
藩
主
展
】

【
企
画
展　

土
佐
藩
歴
代
藩
主
展
】

◆
開
催
期
間

◆
開
催
期
間　

令
和
４
年
６
月
24
日
（
金
）
～
９
月
４
日
（
日
）

　

江
戸
時
代
、
土
佐
藩
は
山
内
家
が
藩
主
を
つ
と
め
て
き
ま

し
た
。
歴
代
藩
主
は
初
代
一
豊
か
ら
16
代
豊
範
ま
で
、
全
16

人
。
企
画
展
で
は
藩
主
ゆ
か
り
の
資
料
か
ら
、
彼
ら
の
生
き

た
時
代
や
個
性
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
観
覧
料

◆
観
覧
料　

７
０
０
円

　

（
常
設
展
含
む
。
高
知
城
と
の
セ
ッ
ト
券
９
０
０
円
）

　

※
高
校
生
以
下
と
県
内
65
歳
以
上
の
方
は
無
料

◆
時　

間

◆
時　

間　

午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時
（
日
曜
の
み
午
前
８

時
か
ら
午
後
６
時
）

　

※
展
示
室
へ
の
入
室
は
閉
館
30
分
前
ま
で

【
学
芸
員
に
よ
る
ス
ラ
イ
ド
レ
ク
チ
ャ
ー
】

【
学
芸
員
に
よ
る
ス
ラ
イ
ド
レ
ク
チ
ャ
ー
】

◆
開
催
日
時

◆
開
催
日
時　

令
和
４
年
８
月
７
日
（
日
）
、
８
月
20
日
（
土
）　

　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
～
午
前
11
時

　

展
覧
会
の
見
ど
こ
ろ
を
学
芸
員
が
解
説
し
ま
す
。

◆
会
場

◆
会
場　

当
館
３
階
土
佐
史
探
索
室

◆
参
加
費

◆
参
加
費　

無
料
（
要
観
覧
券
／
申
込
不
要
）

※
参
加
者
多
数
の
場
合
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
、
先
着
順
と
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

高
知
県
立
高
知
城
歴
史
博
物
館

電　

話　

０
８
８-

８
７
１-

１
６
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
８
８-

８
７
１-

１
６
１
９

被保険者証の有効期限にご注意ください

医療費窓口負担割合の見直しに関するお問い合わせ

病院や薬局などで提示するときは「有効期限」を必ず確認しましょう。病院や薬局などで提示するときは「有効期限」を必ず確認しましょう。

負担割合の見直しによるものですので、ご了承ください。

① うす紫色の被保険者証は

　 令和４年（2022 年）７月 31 日までが使用期限です。

② ７月下旬に交付した若草色の被保険者証は

　 令和４年８月１日から９月 30 日まで使えます。

③ 令和４年 10 月１日からの新しい被保険者証（水色）は 

　 ９月中に交付します。

　 新しい被保険者証は 令和５年 7 月 31 日まで使えます。

◆うす紫色の被保険者証は、８月１日以降はご使用できません。

◆今年度は、10 月１日から、再度被保険者証が変わります。

◆若草色の保険者証は、10 月１日以降はご使用できません。

◆ 10 月１日から使える被保険者証は、９月中旬ごろに交付します。

　一定以上の所得がある一部の方は、医療費の窓口負担割合が 10 月１日から２割に

　なります。

※２割の対象者は、課税所得が 28 万円以上かつ「年金収入＋その他の合計所得金額」が

　単身世帯の場合 200 万円以上、複数世帯の場合 320 万円以上の方（被保険者全体に占める割合は約 20％）。

※現役並み所得者の方は、10 月１日以降も引き続き３割です。

「高知県後期高齢者医療広域連合（088-821-4526）」または

「大豊町住民生活課保険窓口班（0887-72-0450）」までお問い合わせください。

今回の制度改正の見直しの背景等に関するご質問等は、

厚生労働省コールセンター（0120-002-719）にお問い合わせください。
高知県

後期高齢者医療広域連合

安
ら
か
に

氏　

名
（
敬
称
略
）

死
亡
日

性

年
齢

住　

所

長　

野　

美
千
子

６
月
13
日

女

69
歳

中　

和

北　

村　

好　

影

６
月
17
日

男

96
歳

永　

渕

中　

西　

繁　

子

６
月
27
日

女

96
歳

船　

戸

髙　

橋　

昭　

子

６
月
29
日

女

89
歳

津　

家
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　令和４年６月１日から給付要件が変更となりました。

　国の「コロナ禍における「原油価格・物価高騰等総合緊急対策」」において、家計急変により受給資格があるに

もかかわらず、未だ受給できていない世帯に対して支給ができるよう、令和４年度の住民税非課税世帯等が支給

対象となりました。

※既に本給付金の支給を受けた世帯（家計急変世帯を含む。）に再度支給されるものではありません。

●支給額：１世帯あたり 10万円
●支給の時期：確認書または申請書を町が受理した日から 30 日以内が目安です。

●支給対象者

①　令和４年度住民税非課税世帯（令和３年度は課税世帯）

令和３年 12 月 10 日時点において、いずれかの市町村の住民基本台帳に登録され、かつ、令和４年６

月１日時点において、町の住民基本台帳に記録されており、世帯全員の令和４年度分の住民税均等割

が非課税である世帯

住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金について住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金について

問い合わせ先　

■ 大豊町 地域福祉課　0887-72-0450 （８:30 ～ 17:15）

■ 内閣府 コールセンター（制度についてのお問い合わせ） ☎ 0120-526-145 （9:00 ～ 20:00）

　対象となる世帯には、給付内容や確認事項が書かれた確認書が届きます。

確認書の内容（支給要件、振込先等）を確認して、町に返信してください。

　※支給要件に該当する世帯で確認書が届かない場合は、お問い合わせください。

【提出期限】【提出期限】令和４年９月 30 日（金）まで

　申請書に必要事項を記入して、添付書類と一緒に、持参または郵送にて大豊町地域福祉課へ提出

してください。

【提出期限】【提出期限】令和４年９月 30 日（金）まで

【申請書用紙の配布・申請先】【申請書用紙の配布・申請先】大豊町地域福祉課

◆◆支給手続きの方法

◆◆支給手続きの方法

②　家計急変世帯

申請時点において町に住民登録があり、新型コロナウイルス感染症の影響を受けて令和４年１月以降

の収入が減少し、世帯全員が住民税非課税相当となった世帯

※「住民税非課税相当」とは、世帯員全員のそれぞれの年収見込額（令和４年１月以降の任意の１か

月収入× 12 倍）が市町村民税均等割非課税水準以下であることを指します。

住民税非課税となる年間給与収入の目安（大豊町の場合）：単身の場合 93 万円以下、配偶者を扶

養の場合 137.8 万円以下

まるごと包括支援センター通信まるごと包括支援センター通信

問い合わせ先　地域福祉課　地域支援班

引き続き、取材を続けていきたいと思います。

自分のためにしていること（運動、散歩、栄養、趣味の活動等）をぜひ、地域

支援班までご連絡ください。自選、他選は問いません♪

　取材中、常に美しく伸びた背筋、そして正座でにこやかにお話をしてくださいました。「何でも健康のためです。」

とお話をしていただき、何歳になっても外へ出かけ好きなこと、新しいことに取り組まれる貴子 ( きみこ ) さんに

力をいただきました。取材を引き受けてくださり、ありがとうございました。

【歩けるところには歩いて♬】【歩けるところには歩いて♬】

「毎日、30 分以上、散歩してい

ます。また、歩いて行けると

ころにはどこにでも歩いて行

くので、１日 8,000 歩～ 9,000

歩ほど歩いています。血圧も

４年前から朝晩毎日測って記

録するようにしています。今

は痛いところもなく、おかげ

さまで病院にもかかっていま

せんよ。」

【食事もしっかり】【食事もしっかり】

「近所の友人にとても健康

を心がけている方がいて、

いろいろと教えてもらって

います。朝晩みそ汁を作る

ことと、肉、魚、野菜など

バランスよく食べることを

心がけています。」

【いつでも美しい姿勢で】【いつでも美しい姿勢で】

「いつでもきれいな姿勢を

心がけています。出先では

もちろん、自宅でテレビを

見る時でも椅子の背もたれ

にもたれたり、横になった

りせず背筋を伸ばすことを

心がけています。」

川　井  渡
わたなべ

辺　貴
き み こ

子さん（91）　

★大豊町のお達者さん紹介コーナー★★大豊町のお達者さん紹介コーナー★

大募集

【外へ出かけることも健康の秘訣★】【外へ出かけることも健康の秘訣★】

「外へ出かけて人と話をすることを心がけています。地区の集まり（月２回）、

地区のミニデイ（月１回）、老人クラブ（月１回）、グランドゴルフ（週１回）

等、積極的に出かけています。食事を持ち寄ったり、みなさんとごだ話（雑

談）をしたり、脳トレをしたりと楽しいです。もちろん会場までは歩いて行っ

ていますよ。」

【手先も動かします！】【手先も動かします！】

「夜や天気が悪く外に出かけれない時には手先を使う作業もします。自宅に

あるはぎれでふくろうを作ったり、新聞屋さんでいただいた紐で籠を編んで

います。ふくろうは、以前、型をいただいたので、それをもとに作っています。

籠は、誰かに習ったわけではなく、自己流で編んでいます。形を作るのは簡

単ですが、最後にワイヤーを通して形を作るのが難しいですね。できたもの

はプレゼントしたりしますが、喜んでもらえるととても嬉しいです。」

小さなふくろう
は 直 径 約 4cm
です。数分で作
成できるそうで
す。

とても慣れた
手つきで編む
ところ見せて
いただきまし
た。
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【場　所】【場　所】大杉保育所内

【開設日時】【開設日時】

月曜日・水曜日・金曜日

（年末年始・祝日を除く）

※保育行事等で変更する場合があります。

午前９時～正午

【電　話】【電　話】0887-72-0056
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　よちよち 2 　よちよち
保育士さんによる
絵本の読み聞かせ

4 　よちよち

　よちよち 9 　よちよち
保育士さんによる
絵本の読み聞かせ

11 　よちよち
保健師さんと栄養
士さんが来ます

　よちよち 16 　よちよち
保育士さんによる
絵本の読み聞かせ

18 　よちよち
　

　よちよち 23 　よちよち
保育士さんによる
絵本の読み聞かせ

25 　よちよち
　季節の製作

　よちよち 30 　よちよち
保育士さんによる
絵本の読み聞かせ

1 2

６月は手型でカタツムリを作り、アジサイの

花を咲かせました。

絵本も
見たり、

おもち
ゃで遊

んだり

楽しく過
ごしたよ

！

保健師さんに大きくなったか計測してもらいました！

いろんな話をして、ワイワイにぎやかに過ごすことが

できました！

よちよ
ち

よちよ
ち

だよりだより
よちよ

ち
よちよ

ち

だよりだより

８月
の予
定

6月の活動

地域子育て支援センターよちよちからのお知らせ地域子育て支援センターよちよちからのお知らせ

ワイワ
イ

おしゃべ
りタイム

季節の
製作

　大豊学園のめざすものの一つに、「多様な他者やもの・こと等の関わりを通して、豊かな人間性・社会性を育成

すること」が挙げられています。そこで、1 学期に実施した「様々な関わり」をご紹介します。

教育委員会だより

多様な人・もの・こととの関わり多様な人・もの・こととの関わり

～豊かな人間性・社会性の育成をめざして～～豊かな人間性・社会性の育成をめざして～

【ヘリベリー校との交流】

　コロナ禍のため、残念ながら
オーストラリア研修は中止となり

ましたが、ヘリベリー校との交流は
続いています。

　今年は 8・9 年生が、オンラインで
交流しました。Let’s talk in English!【保学交流～芋植え～】

　学園になって新しくなった畑に、
年長さんと 1 年生、そして 3・4 歳
児さんと 8 年生が一緒にさつまいもの
つるを植えました。大きくなってね！
　ご協力いただいた皆様、ありがとう
ございました。

【長生き　大杉さん】

　大豊町が誇る特別天然記念物であ
る杉の大スギについて、日本樹木医
会の濵田さんにお越しいただき、教
えてもらいました。大杉さんの秘密
を、たくさん学ぶことができました。

【緑の大豊町～田植え～】

　地域の農業について学ぶため、大
豊ゆとりファームさんと田んぼの持
ち主の上村さんのご協力のもと、5 年
生が田植え体験を行いました。田んぼ
の感触に驚きながらも、田植えを楽し
みました。

【稚鮎の放流】

　大豊町を流れる吉野川の環境に
ついて学ぶため、早明浦ダムや嶺北

漁業協同組合の方にご協力いただき、
3・4 年生が稚鮎の放流を行いました。

　大きくなって、帰ってきてね！

ホン先生、ありがとうございました！ホン先生、ありがとうございました！

　2019 年より、大豊町で 3 年間勤務してくださった ALT のバン・ホン先生が帰国されることとなりました。

　大豊で 3 年が経ったことが信じられません。日本に住んで、日本

の文化や生活を経験するという夢がついに叶いました。

　大豊町は、綺麗な川や山、空に囲まれて幸せです。大豊町の人、歴

史、食べ物、祭り、美しい風景を、私は一生忘れません。

　皆さん、本当にお世話になりました。いい思い出をたくさん作るこ

とができました。3 年間、ありがとうございました。
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　今日は私の愛してやまない犬
むすめ

についてちょっと話したいと思います。

　８月に５歳になるライカです。趣味は自然探検、鳥を追いかけるこ

と、可愛さを見せびらかして甘えることです。食べることも大好きで、

特にカンガルー肉が好きです。彼女は自分を人間だと思っていて、ご飯の時は椅子に

飛び乗って、家族と一緒に食卓を囲みます。行儀の悪い行為なので、最初は叱ったけど、

あまりにも可愛すぎて、私の両親の心が溶かされ、今は自分の席を持っています。

　ライカは賢くて、子犬の頃からずっと新しい芸を教えてきたので、今は色々なことが

できます。手で丸を作ったら、鼻を入れてきます。「バン」と言って、銃で撃つふりをしたら、

劇的に倒れて、舌を出します。一番自慢なのは、「喋
ス ピ ー ク

って」と言ったら「ワン」と鳴いて

くれるけど、テンションが上がりすぎて、「静かに」と言ったら、囁くように静かに「ワン」

と繰り返します。

　私が日本に来てから、とてもわがままになったようですが、また会えるのを夢見るほ

ど楽しみにしています。

通 信通 信

問い合わせ先　教育委員会　人づくり班　笹岡

ふれあいセンター図書コーナーに、

新刊図書 26冊が入荷しました。

新刊図書（上記のほか）

◎おそろし　三島屋変調百物語事始／宮部みゆき ◎宙ごはん／町田そのこ

◎あんじゅう　三島屋変調百物語事続／宮部みゆき ◎石礫　機捜 235 ／今野敏

◎泣き童子　三島屋変調百物語参之続／宮部みゆき ◎農家が教える農家の土木／農山漁村文化協会

◎三鬼　三島屋変調百物語四之続／宮部みゆき ◎ 92 歳総務課長の教え／玉置泰子

◎あやかし草紙　三島屋変調百物語伍之続　宮部みゆき ◎未知の星を求めて／関勉

◎子宝船　きたきた捕物帖２／宮部みゆき ◎きんこん土佐日記　第 12 巻／村岡マサヒロ

◎雨滴は続く／西村賢太　　◎ 10 分で名著　古市憲寿 ◎まっことめでたい 96 歳／松﨑淳子

◎かみはこんなにくちゃくちゃだけど／ヨシタケシンスケ

◎志麻さん式定番家族ごはん 「今日、何つくろう？」の悩みがなくなるとっておきレシピ 35 ／タサン志麻

◎最期まで在宅おひとりさまで機嫌よく／上野千鶴子

※書籍貸出についてのお願い※※書籍貸出についてのお願い※

●図書コーナーの本を無断で持ち出さず、必ず窓口センターで貸出しの手続きをしてから、借りてください。

　（貸出し手続きのできてない図書が、ビニール袋に入れられて図書コーナーのテーブルに返却されていた事例が

ありました。）

●借りた本は、貸出し期限までに返却してください。

●図書コーナーで貸し出している図書が、破れたりしていることがあります。みんなが利用する図書ですので、

大事に取り扱ってください。

ふれあいセンター図書コーナーふれあいセンター図書コーナー

■場　　所：ふれあいセンター１階待合ホール

■受付時間：午前８時 30 分から午後５時 15 分まで

 平日のみ（土日祝日は閉館）

■貸し出し：一人５冊まで、期間は 14 日間以内

リクエストボックスを設置していますリクエストボックスを設置しています

　読みたい本を、用紙に記入して、ボックス

へ入れてください。

　次回の新刊選書のときに参考にします。
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高知東警察署本山警察庁舎　

　　高齢者交通安全アドバイザー　上池　

☎０８８７‒７６‒０１１０
交通安全ニュース交通安全ニュース

① 土耳古　　　　③ 呉呂茶

　 ドミニカ　　　　 ポーランド

　 トンガ　　　　　 クロアチア

　 トルコ　　　　　 ガテマラ

② 不丹　　　　　④ 西班牙

　 ブルネイ　　　　 ニカラグア

　 パナマ　　　　　 スペイン

　 ブータン　　　　 スリランカ

　本年、本山庁舎管内では人身

事故（ケガのある事故）の発生

は少ないものの、転落事故が多

く発生しています。

　慣れている道でも速度を出し

過ぎず、シートベルトを必ず着

用するなど事故防止に努めてく

ださい。

　押しボタン式信号機のある横断歩道を

利用する時は、躊躇せずにボタンを押し

てください。

　自分一人が横断するためにドライバー

を停止させるのは申し訳ないなどと思わ

ず、安全に横断するためにも必ずボタン

を押して渡るようにお願いします。

　受講特典講習を含め、安全教室を開催してくだ

さるグループ、地区を募集しています。

　改正道交法など、知ってお

くと安心することも多く、一

緒に楽しく学びませんか？

「転落事故増加」「転落事故増加」 安全教室開催地募集

問い合わせ先　大豊町食生活改善推進協議会事務局

　　　　　　　 （地域福祉課　健康づくり班）

電話 72-0450

ヘルスメイトの

おしゃべり

コーナー

暑い夏に体をいたわる「食養生」のすすめ

■夏本番です。不調を感じる時は、冷房機器も利用
してお部屋の環境を整え休養しましょう。

　そして、バランスのよい食事をとる「食養生」も
大切ですので、野菜たっぷりのさっぱりとした南
蛮漬けをご紹介します。漬け汁ごと冷やしておけ
ば、食欲のない熱い日にも大変重宝します。甘塩
鮭や薄塩鮭を使う時は、塩を控えましょう。他に
もさばやアジ、鶏肉などでもお試しください。

●材料（2 人分） 

　生鮭／ 2 切れ　塩・こしょう／少々

　片栗粉／適量　サラダ油／適量

　【漬け汁】

　玉ねぎ／ 30g　ピーマン／ 20g　人参／ 10g

　★しょう油・酢・みりん／各大さじ 3

　★酒／各大さじ 1　砂糖／小さじ 1

　★唐辛子　　　　　　お好みで

●作り方
①漬け汁を作る。バットなどに★の調味料を入れて混ぜ、

長さ 4㎝位の細い千切りにした野菜を浸しておく。
②生鮭は皮と骨を取り、1 切れを 2 つに切る。両面に塩・

こしょうを振り、片栗粉をまぶしておく。
③フライパンにサラダ油を少し多めに入れて熱し、鮭を

入れて両面こんがりと焼く。
④火が通ったら、すぐに①に入れて全体に味をしみこま

せる。そのままでも、冷やしてもよい。

● 1 人分の栄養価 

エネルギー 166kcal たんぱく質 15.3g
脂質 6.1g 塩分 1.0g

生鮭の南蛮漬け

【 発生件数 】10 件

【 町 村 別 】大豊町４件　本山町５件　土佐町１件

令和４年６月 27 日現在

脳トレ
～難読国名～

少し読みにくい国名です。
いくつ読めますか？

脳トレ答え　①トルコ②ブータン③クロアチア④スペイン

いつでもお気軽に

ご連絡ください。

押しボタン信号機について押しボタン信号機について押しボタン信号機について

　県ではホームページのリニューアルにより、山地災害危険地区の位置情報が閲覧しやすくなりました。　局地

的な豪雨などによる山地災害から、ご自身や大切なご家族を守るためにも、周辺地域の危険地情報をご確認いた

だき、災害時の備えや緊急時の避難行動等にお役立てください。

●「山地災害危険地区」とは、集中豪雨等で山腹崩壊や地すべり、流木をともな

う土石流等が発生するおそれのある山腹⾯や渓流を、林野庁が定める調査要領

に基づき危険度を数値化し、整理したものです。

●山地災害防止の観点から、山地災害危険地情報を基に国または県が計画的に治

山事業（ハード対策）を実施するとともに、市町村や関係機関との連携によっ

て警戒避難体制を確立するなど、ソフト対策との両⾯から防災・減災に努める

こととしています。

●この山地災害危険地情報は、国土地理院の「地理院タイル」

を利用しています。 

●山地災害危険地情報はデータ量が多いため、利用者のシステ

ム環境によっては読み込みに時間がかかる場合があります。 

あらかじめご了承ください。・アクセス時には免責事項等も

あわせてご確認ください。

　台風や降雨期を前に、お住まいの地域の情報を一度ご確認ください。

① URL から ： https://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/030601/kikentiku.html

② QR コードの読み込みで、スマートフォンやタブレット端末からも確認できます

山地災害に備える山地災害に備える　　高知県の山地災害危険地区について高知県の山地災害危険地区について

高知県からのお知らせ

「山地災害危険地区」とは

ご利⽤にあたって

「山地災害危険地区」には以下の３種類があります

ホームページへのアクセス⽅法

山腹崩壊危険地区 山崩れ等の山腹崩壊が発生するおそれがある山腹斜面

崩壊土砂流出危険地区 山崩れ等によって土石流災害が発生するおそれがある渓流

地すべり危険地区 地すべり性の災害が発生するおそれがある山腹斜面

　高知県 林業振興・環境部 治山林道課
　住　所：〒 780-0850
　　　　　高知県高知市丸ノ内１丁目７番 52 号
　電　話：088-821-4867 （治山担当）
　F A  X：088-821-4585
　メール： 030601@ken.pref.kochi.lg.jp

下記からアクセスいただく
と、危険地区情報（左図）
が表示されます。
地図上で拡大⇔縮小するこ
ともでき、お住まいの地域
を拡大表示することも可能
です。

お問い合わせ・連絡先

大豊町で発生した山腹崩壊
（平成 30 年７月撮影）

地図拡大イメージ地図拡大イメージ
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ゆとりすとカレンダーゆとりすとカレンダー 8 月 ･9 月

令和 4 年　2022 年

【８月　葉月　August】

1 月
国民健康保険税（１期）・固定資産税（２期）　納付期限 
介護保険料（１期）・後期高齢者医療保険料（１期）　支払期限

2 火

3 水
行政相談（役場）10：00 ～ 12：00 
人権相談（役場）10：00 ～ 15：00

4 木 ▶マイナンバーカード臨時窓口　17：15 ～ 19：00　※１

5 金

6 土 広島平和記念日

7 日 立秋

8 月

9 火 ながさき平和の日

10 水
いきいき元気運動教室（ふれあいセンター）14：30 ～ 15：30 
立川無医地区診療

11 木 　　山の日

12 金

13 土
大田口施餓鬼　※２
穴内施餓鬼　※２

14 日 ▶マイナンバーカード臨時窓口　9：00 ～ 15：00　※１

15 月 終戦の日

16 火
久壽軒無医地区診療
豊永施餓鬼　※２

17 水

18 木
乳児すこやか健診（ふれあいセンター）13：00 ～ 
▶マイナンバーカード臨時窓口　17：15 ～ 19：00　※１

19 金

20 土

21 日

22 月

23 火 西峰無医地区診療 処暑

24 水

25 木 ▶マイナンバーカード臨時窓口　17：15 ～ 19：00　※１

26 金

27 土 はつらつ健康運動教室（役場）10：00 ～ 11：00

28 日

29 月

30 火

31 水
町県民税（２期）・国民健康保険税（２期）納付期限 
介護保険料（２期）・後期高齢者医療保険料（２期）支払期限

【９月　長月　September】

1 木 マイナンバーカード臨時窓口　17：15 ～ 19：00　※１ 防災の日

2 金

3 土

4 日
健診結果説明会（ふれあいセンター）

▶マイナンバーカード申請サポート（ふれあいセンター）　9:00 〜 12:00　※１
5 月
6 火

7 水

大
杉
ハ
イ
ヤ
ー　

☎︎
７
２‒
０
０
３
６

大
豊
ハ
イ
ヤ
ー　

☎︎
７
２‒

０
１
４
３

豊
永
観
光　

☎︎
７
５‒

０
３
１
５

乗合タクシー

運行当番表

※１　８月から平日のマイナンバーカード臨時窓口の開設時間を 17：15 ～ 19：00 に変更します。

　　　開設時間は相談に応じますので、事前に保険窓口班へご連絡ください。

※２　新型コロナウイルス感染症の状況及び河川増水の状況により中止する場合があります。
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ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
！

　

令
和
３
年
度
四
国
地
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
研
修
会
に
て
、
大
豊
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
の
杉
本
公
栄
さ
ん
が
長
年
の
取
り
組
み
に

対
し
て
、
『
四
国
地
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

協
議
会
会
長
表
彰
』
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

四
国
地
区
の
研
修
会
の
中
止
に
よ
り
表
彰
式

も
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
６
月
７
日
に
役

場
庁
舎
で
行
い
ま
し
た
大
豊
町
ス
ポ
ー
ツ
推

進
員
の
会
議
に
お
い
て
、
表
彰
状
の
贈
呈
を

行
い
ま
し
た
。

　

杉
本
さ
ん
は
、
長
年
、
地
域
に
密
着
し
て

社
会
体
育
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
育
成
と

普
及
・
振
興
に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
事
業
及
び
公
民

館
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
地
域
の
活

性
化
に
も
貢

献
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま

す
。

梶
ヶ
森
山
開
き

　

７
月
３
日
、
毎
年
恒
例
の
梶
ヶ
森
の
安
全
祈

願
祭
（
山
開
き
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
で
、
室
内
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
が
、
定
福
寺
の
釣
井
住
職
に
登
山
者
の
無

事
故
と
山
の
安
全
を
ご
祈
祷
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
空
前
の
ア
ウ
ト
ド

ア
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
お
り
、
梶
ヶ
森
に
も
多
く

の
キ
ャ
ン
パ
ー
や
登
山
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
一
年
、
事
故
な
く
安
全
な
キ
ャ
ン
プ
や

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
梶
ヶ
森
で
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

大
杉
保
育
所
で
夕
涼
み
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

大
杉
保
育
所
が
新
園
舎
に
な
っ
て
か
ら
、
初

め
て
の
夕
涼
み
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、

３
日
間
に
分
け
て
開
催
さ
れ
園
児
は
組
別
で
の

参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
杉
保
育
所
の
夕
涼
み
会
は
３
年
ぶ
り
で
、

参
加
し
た
子
ど
も
達
か
ら
は
絶
え
ず
笑
顔
と
笑

い
声
が
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
で

は
夜
空
を
彩
る
花
火
と
園
児
た
ち
の
大
き
な
歓

声
が
山
あ
い
に
鳴
り
響
い
て
い
ま
し
た
。


